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(57)【要約】
【課題】周辺環境に対応して視認性を向上させることの
できる有機電界発光表示装置を提供する。
【解決手段】本発明に係る有機電界発光表示装置は、走
査線及びデータ線に接続された複数の画素を含む画素部
と、前記走査線に走査信号を供給する走査駆動部と、前
記データ線にデータ信号を供給するデータ駆動部と、外
光の強度に対応する光感知信号を生成する光センサと、
前記光感知信号に対応して、入力映像データ、または前
記入力映像データを変更した変更データを格納するデー
タ変換部とを備え、前記データ駆動部は、前記データ変
換部に格納された前記入力映像データまたは前記変更デ
ータに対応して、前記データ信号を生成する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　走査線及びデータ線に接続された複数の画素を含む画素部と、
　前記走査線に走査信号を供給する走査駆動部と、
　前記データ線にデータ信号を供給するデータ駆動部と、
　外光の強度に対応する光感知信号を生成する光センサと、
　前記光感知信号に対応して、入力映像データ、または前記入力映像データを変更した変
更データを格納するデータ変換部と、
　を備え、
　前記データ駆動部は、前記データ変換部に格納された前記入力映像データまたは前記変
更データに対応して、前記データ信号を生成することを特徴とする有機電界発光表示装置
。
【請求項２】
　前記データ変換部は、
　前記光感知信号に対応する選択信号を出力する比較部と、
　前記選択信号に対応して、前記入力映像データの変更の可否を決定する制御部と、
　前記制御部から送信される前記入力映像データに対応して、画素彩度データを生成する
第１演算部と、
　前記画素彩度データに対応して、変更データを抽出する第２演算部と、
　前記制御部から送信される前記入力映像データ、または前記第２演算部から供給される
前記変更データを格納するメモリと、
　を備えることを特徴とする請求項１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項３】
　前記比較部は、前記光感知信号と予め設定された基準値とを比較して、前記選択信号を
出力することを特徴とする請求項２に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項４】
　前記比較部は、前記光感知信号が前記基準値よりも小さい場合、前記入力映像データを
変更しないように制御する前記選択信号を出力することを特徴とする請求項３に記載の有
機電界発光表示装置。
【請求項５】
　前記制御部は、前記選択信号に対応して、前記入力映像データを前記メモリに格納する
ことを特徴とする請求項４に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項６】
　前記比較部は、前記光感知信号が前記基準値よりも大きい場合、前記入力映像データを
変更するように制御する前記選択信号を出力することを特徴とする請求項３に記載の有機
電界発光表示装置。
【請求項７】
　前記制御部は、前記選択信号に対応して、前記入力映像データを前記第１演算部に送信
することを特徴とする請求項６に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項８】
　前記第１演算部により参照される彩度変更マトリクスをさらに含むことを特徴とする請
求項２に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項９】
　前記第１演算部は、前記入力映像データに含まれた副画素毎の入力データと、前記彩度
変更マトリクスとの演算を行い、副画素毎の目標彩度データを算出し、これを用いて前記
画素彩度データを生成することを特徴とする請求項８に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１０】
　前記第２演算部により参照され、彩度及び輝度ルックアップテーブルを含む基準ルック
アップテーブルをさらに含むことを特徴とする請求項２に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１１】
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　前記第２演算部は、前記画素彩度データに対応して、前記基準ルックアップテーブルか
ら前記変更データを抽出することを特徴とする請求項１０に記載の有機電界発光表示装置
。
【請求項１２】
　前記第２演算部は、前記基準ルックアップテーブルに格納されていない前記画素彩度デ
ータが入力されると、前記基準ルックアップテーブルに格納された値のうち、前記画素彩
度データに隣接する２つの値の間を線形補間することにより、前記変更データを抽出する
ことを特徴とする請求項１１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１３】
　外光の強度に対応する選択信号を生成するステップと、
　前記選択信号に対応して、入力映像データの変更の可否を決定するステップと、
　前記入力映像データの変更が決定されると、前記入力映像データの彩度及び輝度の少な
くとも１つを変更した変更データを抽出するステップと、
　前記変更データを格納するステップと、
　前記変更データに対応して、データ信号を生成するステップと、
　を含むことを特徴とする有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項１４】
　前記外光の強度が予め設定された基準値よりも大きい場合、前記選択信号は、前記入力
映像データを変更するように設定されることを特徴とする請求項１３に記載の有機電界発
光表示装置の駆動方法。
【請求項１５】
　前記変更データを抽出するステップは、
　前記入力映像データから画素彩度データを生成するステップと、
　前記画素彩度データに対応して、基準ルックアップテーブルから変更データを抽出する
ステップと、
　を含むことを特徴とする請求項１４に記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項１６】
　前記画素彩度データを生成するステップは、
　前記入力映像データと、彩度変更マトリクスとの演算を行い、副画素毎の目標彩度デー
タを算出するステップと、
　前記副画素毎の目標彩度データに対応する前記画素彩度データを生成するステップと、
　を含むことを特徴とする請求項１５に記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項１７】
　前記基準ルックアップテーブルに格納されていない前記画素彩度データが入力されると
、前記基準ルックアップテーブルに格納された値のうち、前記画素彩度データに隣接する
２つの値の間を線形補間することにより、前記変更データを抽出することを特徴とする請
求項１５に記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項１８】
　前記外光の強度が予め設定された基準値よりも小さい場合、前記選択信号は、前記入力
映像データを変更しないように設定されることを特徴とする請求項１３に記載の有機電界
発光表示装置の駆動方法。
【請求項１９】
　前記入力映像データを格納し、これに対応するデータ信号を生成するステップをさらに
含むことを特徴とする請求項１８に記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機電界発光表示装置及びその駆動方法に関し、特に、周辺環境に対応して
視認性を向上させることのできる有機電界発光表示装置及びその駆動方法に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　近年、陰極線管に比べて重量が軽くかつ体積の小さい各種の平面表示装置（Ｆｌａｔ　
Ｐａｎｅｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｄｅｖｉｃｅ）が開発されており、特に、有機化合物を発
光材料として用いて、輝度及び色純度に優れた有機電界発光表示装置（Ｏｒｇａｎｉｃ　
Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅｓ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｄｅｖｉｃｅ）が注目
されている。
【０００３】
　このような有機電界発光表示装置は、薄型かつ軽量で、低電力でも駆動が可能なため、
携帯用表示装置などに有用に用いられるものと期待されている。
【０００４】
　ただし、携帯用表示装置は、様々な環境に露出する特性を有するため、携帯用表示装置
で表示される映像は、周辺照度などの周囲環境により、その視認性が異なる。特に、映像
の明るさよりも周囲の照度が非常に明るい太陽光の下では、携帯用表示装置で表示される
映像の視認性が急激に低下する可能性がある。
【０００５】
　したがって、周辺環境に対応して視認性を向上させることのできる携帯用表示装置、特
に、有機電界発光表示装置の開発が要求されている。
【特許文献１】韓国公開特許１０－２００５－００１１２９７
【特許文献２】米国公開特許２００５－００８７６７１　Ａ１
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　そこで、本発明の目的は、周辺環境に対応して視認性を向上させることのできる有機電
界発光表示装置及びその駆動方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の目的を達成するための本発明の第１の側面によると、走査線及びデータ線に接続
された複数の画素を含む画素部と、前記走査線に走査信号を供給する走査駆動部と、前記
データ線にデータ信号を供給するデータ駆動部と、外光の強度に対応する光感知信号を生
成する光センサと、前記光感知信号に対応して、入力映像データ、または前記入力映像デ
ータを変更した変更データを格納するデータ変換部とを備え、前記データ駆動部は、前記
データ変換部に格納された前記入力映像データまたは前記変更データに対応して、前記デ
ータ信号を生成する有機電界発光表示装置を提供する。
【０００８】
　好ましくは、前記データ変換部は、前記光感知信号に対応する選択信号を出力する比較
部と、前記選択信号に対応して、前記入力映像データの変更の可否を決定する制御部と、
前記制御部から送信される前記入力映像データに対応して、画素彩度データを生成する第
１演算部と、前記画素彩度データに対応して、変更データを抽出する第２演算部と、前記
制御部から送信される前記入力映像データ、または前記第２演算部から供給される前記変
更データを格納するメモリとを備える。
【０００９】
　前記比較部は、前記光感知信号と予め設定された基準値とを比較して、前記選択信号を
出力する。前記比較部は、前記光感知信号が前記基準値よりも小さい場合、前記入力映像
データを変更しないように制御する前記選択信号を出力する。前記制御部は、前記選択信
号に対応して、前記入力映像データを前記メモリに格納する。前記比較部は、前記光感知
信号が前記基準値よりも大きい場合、前記入力映像データを変更するように制御する前記
選択信号を出力する。前記制御部は、前記選択信号に対応して、前記入力映像データを前
記第１演算部に送信する。前記第１演算部により参照される彩度変更マトリクスをさらに
含む。前記第１演算部は、前記入力映像データに含まれた副画素毎の入力データと、前記
彩度変更マトリクスとの演算を行い、副画素毎の目標彩度データを算出し、これを用いて



(5) JP 2008-209883 A 2008.9.11

10

20

30

40

50

前記画素彩度データを生成する。前記第２演算部により参照され、彩度及び輝度ルックア
ップテーブルを含む基準ルックアップテーブルをさらに含む。前記第２演算部は、前記画
素彩度データに対応して、前記基準ルックアップテーブルから前記変更データを抽出する
。前記第２演算部は、前記基準ルックアップテーブルに格納されていない前記画素彩度デ
ータが入力されると、前記基準ルックアップテーブルに格納された値のうち、前記画素彩
度データに隣接する２つの値の間を線形補間することにより、前記変更データを抽出する
。
【００１０】
　本発明の第２の側面によると、外光の強度に対応する選択信号を生成するステップと、
前記選択信号に対応して、入力映像データの変更の可否を決定するステップと、前記入力
映像データの変更が決定されると、前記入力映像データの彩度及び輝度の少なくとも１つ
を変更した変更データを抽出するステップと、前記変更データを格納するステップと、前
記変更データに対応して、データ信号を生成するステップとを含む有機電界発光表示装置
の駆動方法を提供する。
【００１１】
　好もしくは、前記外光の強度が予め設定された基準値よりも大きい場合、前記選択信号
は、前記入力映像データを変更するように設定される。前記変更データを抽出するステッ
プは、前記入力映像データから画素彩度データを生成するステップと、前記画素彩度デー
タに対応して、基準ルックアップテーブルから変更データを抽出するステップとを含む。
前記画素彩度データを生成するステップは、前記入力映像データと、彩度変更マトリクス
との演算を行い、副画素毎の目標彩度データを算出するステップと、前記副画素毎の目標
彩度データに対応する前記画素彩度データを生成するステップとを含む。前記基準ルック
アップテーブルに格納されていない前記画素彩度データが入力されると、前記基準ルック
アップテーブルに格納された値のうち、前記画素彩度データに隣接する２つの値の間を線
形補間することにより、前記変更データを抽出する。前記外光の強度が予め設定された基
準値よりも小さい場合、前記選択信号は、前記入力映像データを変更しないように設定さ
れる。前記入力映像データを格納し、これに対応するデータ信号を生成する。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明に係る有機電界発光表示装置及びその駆動方法によると、外光の強度のような周
辺環境に対応して入力映像データを変更することにより、視認性を向上させることができ
る。
【００１３】
　特に、所定の照度以上の外光に露出する場合、入力映像データの彩度などを増加させた
変更データを生成し、これに対応する映像を表示することにより、強い太陽光の下でも視
認性を向上させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、本発明の属する技術分野における通常の知識を有する者が本発明を容易に実施で
きる好ましい実施形態を、添付された図１ないし図４を参照して詳細に説明する。
【００１５】
　図１は、本発明の実施形態に係る有機電界発光表示装置を示す図である。
【００１６】
　同図を参照すると、本発明の実施形態に係る有機電界発光表示装置は、画素部１００と
、走査駆動部２００と、データ駆動部３００と、データ変換部４００と、光センサ５００
とを備える。
【００１７】
　画素部１００は、走査線Ｓ１～Ｓｎ、発光制御線ＥＭ１～ＥＭｎ、及びデータ線Ｄ１～
Ｄｍに接続された複数の画素１１０を含む。ここで、画素１１０は、それぞれ有機発光ダ
イオードを備え、互いに異なる色の光を放出する少なくとも２つの副画素からなることが
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できる。
【００１８】
　このような画素部１００は、外部から供給される第１電源ＥＬＶｄｄ及び第２電源ＥＬ
Ｖｓｓと、走査駆動部２００から供給される走査信号及び発光制御信号と、データ駆動部
３００から供給されるデータ信号とに対応して、映像を表示する。
【００１９】
　走査駆動部２００は、走査信号及び発光制御信号を生成する。走査駆動部２００で生成
された走査信号は、それぞれの走査線Ｓ１～Ｓｎに順次供給され、発光制御信号は、それ
ぞれの発光制御線ＥＭ１～ＥＭｎに順次供給される。
【００２０】
　データ駆動部３００は、データ変換部４００から映像データＲ’Ｇ’Ｂ’　Ｄａｔａま
たはＲＧＢ　Ｄａｔａを受け取り、これに対応するデータ信号を生成する。データ駆動部
３００で生成されたデータ信号は、走査信号と同期するようにデータ線Ｄ１～Ｄｍに供給
され、各画素１１０に伝達される。
【００２１】
　データ変換部４００は、光センサ５００から入力される光感知信号Ｓｓｅｎｓに対応し
て、入力映像データＲＧＢ　Ｄａｔａの変更の可否を選択する。また、変更の可否により
、データ変換部４００は、入力映像データＲＧＢ　Ｄａｔａ、または入力映像データＲＧ
Ｂ　Ｄａｔａを変更した変更データＲ’Ｇ’Ｂ’　Ｄａｔａを格納する。
【００２２】
　すなわち、データ変換部４００は、入力映像データＲＧＢ　Ｄａｔａの変更が必要な場
合、入力映像データＲＧＢ　Ｄａｔａの輝度及び／または彩度値を変更した変更データＲ
’Ｇ’Ｂ’　Ｄａｔａを生成し、これを格納する。
【００２３】
　また、入力映像データＲＧＢ　Ｄａｔａの変更が不要な場合、データ変換部４００は、
自体に供給された入力映像データＲＧＢ　Ｄａｔａを格納する。
【００２４】
　データ変換部４００に格納された変更データＲ’Ｇ’Ｂ’　Ｄａｔａまたは入力映像デ
ータＲＧＢ　Ｄａｔａは、データ駆動部３００に入力される。
【００２５】
　データ変換部４００の構成及び駆動方法に関する、より詳細な説明は後述する。
【００２６】
　光センサ５００は、トランジスタまたはフォトダイオードなどのような光感知素子を備
え、外光の強度を感知し、これに対応する光感知信号Ｓｓｅｎｓを生成する。光センサ５
００で生成された光感知信号Ｓｓｅｎｓは、データ変換部４００に供給される。
【００２７】
　前述した本発明の実施形態に係る有機電界発光表示装置において、データ変換部４００
は、強い太陽光のような、所定の照度以上の光に対応する光感知信号Ｓｓｅｎｓが供給さ
れる場合、視認性の向上のために、入力映像データＲＧＢ　Ｄａｔａを変更した変更デー
タＲ’Ｇ’Ｂ’　Ｄａｔａを生成する。例えば、所定の照度以上の光に対応する光感知信
号Ｓｓｅｎｓが供給される場合、データ変換部４００は、入力映像データＲＧＢ　Ｄａｔ
ａの彩度などを増加させた変更データＲ’Ｇ’Ｂ’　Ｄａｔａを生成し、視認性が向上す
るように制御することができる。
【００２８】
　したがって、本発明によると、周辺環境、特に、外光の強度に対応して入力映像データ
ＲＧＢ　Ｄａｔａを変更することにより、視認性を向上させることができる。
【００２９】
　図２は、図１に示すデータ変換部の一例を示す図である。
【００３０】
　同図を参照すると、データ変換部４００は、比較部４１０と、制御部４２０と、第１演
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算部４３０と、彩度変更マトリクス４３５と、第２演算部４４０と、基準ルックアップテ
ーブル４４５と、メモリ４５０とを備える。
【００３１】
　比較部４１０は、光センサ５００から供給された光感知信号Ｓｓｅｎｓと予め設定され
た基準値とを比較し、これに対応する選択信号Ｓｓｅｌを出力する。
【００３２】
　例えば、光感知信号Ｓｓｅｎｓが基準値よりも小さい場合、比較部４１０は、入力映像
データＲＧＢ　Ｄａｔａを変更しないように制御する選択信号Ｓｓｅｌを出力する一方、
光感知信号Ｓｓｅｎｓが基準値よりも大きい場合、入力映像データＲＧＢ　Ｄａｔａを変
更するように制御する選択信号Ｓｓｅｌを出力することができる。
【００３３】
　このように、比較部４１０から出力された選択信号Ｓｓｅｌは、制御部４２０に入力さ
れる。
【００３４】
　制御部４２０は、比較部４１０から入力された選択信号Ｓｓｅｌに対応して、入力映像
データＲＧＢ　Ｄａｔａの変更の可否を決定する。
【００３５】
　このような制御部４２０は、決定された入力映像データＲＧＢ　Ｄａｔａの変更の可否
により、入力映像データＲＧＢ　Ｄａｔａを第１演算部４３０に送信するか、若しくはメ
モリ４５０に格納する。
【００３６】
　例えば、制御部４２０は、入力映像データＲＧＢ　Ｄａｔａを変更する場合、これを第
１演算部４３０に送信するが、入力映像データＲＧＢ　Ｄａｔａを変更しない場合は、こ
れをメモリ４５０に格納する。
【００３７】
　第１演算部４３０は、彩度変更マトリクス４３５を参照して、制御部４２０から送信さ
れた入力映像データＲＧＢ　Ｄａｔａに対応する画素彩度データＳｏｕｔを生成する。
【００３８】
　例えば、第１演算部４３０は、入力映像データＲＧＢ　Ｄａｔａに含まれたそれぞれの
副画素毎の入力データＲｉｎ、Ｇｉｎ、Ｂｉｎと、彩度変更マトリクス４３５との演算を
行い、副画素毎の目標彩度データＲｓ、Ｇｓ、Ｂｓを算出し、これを用いて画素彩度デー
タＳｏｕｔを生成することができる。
【００３９】
　ここで、副画素毎の目標彩度データＲｓ、Ｇｓ、Ｂｓは、彩度変更マトリクス４３５を
用いて算出することができる。副画素毎の目標彩度データＲｓ、Ｇｓ、Ｂｓを算出する方
法については、図３ａないし図３ｄを参照して後述する。
【００４０】
　画素彩度データＳｏｕｔは、副画素毎の目標彩度データＲｓ、Ｇｓ、Ｂｓから算出され
るもので、例えば、副画素毎の目標彩度データ値Ｒｓ、Ｇｓ、Ｂｓの最大値に設定される
か、若しくは副画素毎の目標彩度データ値Ｒｓ、Ｇｓ、Ｂｓの最大値と最小値との差に対
応する所定の値に設定され得る。
【００４１】
　このような第１演算部４３０で生成された画素彩度データＳｏｕｔは、第２演算部４４
０に供給される。
【００４２】
　第２演算部４４０は、第１演算部４３０から供給された画素彩度データＳｏｕｔに対応
して、基準ルックアップテーブル４４５から変更データＲ’Ｇ’Ｂ’　Ｄａｔａを抽出し
、これをメモリ４５０に格納する。
【００４３】
　より具体的に、第２演算部４４０は、画素彩度データＳｏｕｔに対応して、基準ルック
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アップテーブル４４５に格納された彩度ルックアップテーブルＬＵＴ及び輝度ルックアッ
プテーブルＬＵＴを参照して、目標とする彩度及び輝度値を有する変更データＲ’Ｇ’Ｂ
’　Ｄａｔａを抽出する。ここで、彩度ルックアップテーブル及び輝度ルックアップテー
ブルは、それぞれ画素彩度データＳｏｕｔに対応する彩度変更値及び輝度変更値を抽出す
るのに参照されるテーブルを意味する。
【００４４】
　一方、基準ルックアップテーブル４４５に格納されていない画素彩度データＳｏｕｔが
入力される場合、第２演算部４４０は、基準ルックアップテーブル４４５に格納された値
のうち、画素彩度データＳｏｕｔに隣接する２つの値を参照して、変更データＲ’Ｇ’Ｂ
’　Ｄａｔａを抽出することができる。例えば、第２演算部４４０は、入力される画素彩
度データＳｏｕｔよりも小さい値の最大値と、画素彩度データＳｏｕｔよりも大きい値の
最小値とに対応する変更値の間を線形補間することにより、変更データＲ’Ｇ’Ｂ’　Ｄ
ａｔａを抽出することができる。
【００４５】
　メモリ４５０は、制御部４２０から送信される入力映像データＲＧＢ　Ｄａｔａ、また
は第２演算部４４０から供給される変更データＲ’Ｇ’Ｂ’　Ｄａｔａを格納する。メモ
リ４５０に格納された入力映像データＲＧＢ　Ｄａｔａまたは変更データＲ’Ｇ’Ｂ’　
Ｄａｔａは、データ駆動部３００に入力される。
【００４６】
　図３ａないし図３ｄは、図２に示す彩度変更マトリクスを用いて、第１演算部で各副画
素毎の目標彩度データを算出する一例を示す図である。
【００４７】
　これらの図を参照すると、第１演算部４３０は、彩度変更マトリクス４３５、Ａと、入
力映像データＲＧＢ　Ｄａｔａに含まれたそれぞれの副画素毎の入力データＲｉｎ、Ｇｉ
ｎ、Ｂｉｎとの積演算を行い、副画素毎の目標彩度データＲｓ、Ｇｓ、Ｂｓを算出するこ
とができる。（図３ａ）
【００４８】
　彩度変更マトリクス４３５、Ａは、彩度調節を決定する彩度係数（ｓａｔｕｒａｔｉｏ
ｎ　ｆａｃｔｏｒ）ｋを用いて彩度を調節可能にするマトリクスであって、予め設定され
た彩度係数ｋの値により、副画素毎の入力データＲｉｎ、Ｇｉｎ、Ｂｉｎの値を変換し、
各副画素毎の目標彩度データＲｓ、Ｇｓ、Ｂｓを算出するのに用いられる。
【００４９】
　このような彩度変更マトリクス４３５、Ａは、画素のホワイトバランスを考慮して設定
されるもので、一般的に、図３ｂに示すようなマトリクスが用いられる。（図３ｂ）
【００５０】
　すなわち、第１演算部４３０は、図３ｂに示す彩度変更マトリクス４３５、Ａと、副画
素毎の入力データＲｉｎ、Ｇｉｎ、Ｂｉｎとの積演算を行い、副画素毎の目標彩度データ
Ｒｓ、Ｇｓ、Ｂｓを算出することができる。
【００５１】
　ここで、彩度係数ｋの値が１より大きければ、彩度が増加し、１より小さければ、彩度
が減少する。また、彩度係数ｋの値が１であれば、彩度変更マトリクス４３５、Ａは、３
×３の単位行列になるため、彩度は変更されない。（図３ｃ）
【００５２】
　さらに、彩度係数ｋの値が０であれば、図３ｄに示すように、全ての副画素毎の目標彩
度データＲｓ、Ｇｓ、Ｂｓは、ホワイトバランスの比率と同一に設定されるため、彩度の
ないグレー映像に変化する。（図３ｄ）
【００５３】
　図４は、図２に示すデータ変換部の駆動方法を示す図である。以下では、図４を図２と
結び付けて、図２に示すデータ変換部の駆動方法を詳細に説明する。
【００５４】
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　図４を参照すると、まず、光センサ５００から比較部４１０に、外光の強度に対応する
光感知信号Ｓｓｅｎｓが入力されると、比較部４１０は、予め設定された基準値と光感知
信号Ｓｓｅｎｓとを比較し、これに対応する選択信号Ｓｓｅｌを生成する。
【００５５】
　ここで、選択信号Ｓｓｅｌは、データの変更を制御する信号であって、例えば、外光の
強度が予め設定された基準値よりも小さい場合、「変更せず」を意味する「０」に設定さ
れ、外光の強度が予め設定された基準値よりも大きい場合は、「変更する」を意味する「
１」に設定される１ビットの信号となり得る。
【００５６】
　比較部４１０で生成された選択信号Ｓｓｅｌは、制御部４２０に入力される。
【００５７】
　選択信号Ｓｓｅｌを受信した制御部４２０は、選択信号Ｓｓｅｌに対応して、入力映像
データＲＧＢ　Ｄａｔａの変更の可否を決定する。
【００５８】
　例えば、データを変更しないように制御する選択信号Ｓｓｅｌが制御部４２０に入力さ
れると、制御部４２０は、自体に供給される入力映像データＲＧＢ　Ｄａｔａを変更する
ことなく、データ駆動部３００に供給する。このとき、制御部４２０により、入力映像デ
ータＲＧＢ　Ｄａｔａは、メモリ４５０に一時的に格納された後、データ駆動部３００に
入力されることが可能である。
【００５９】
　一方、データを変更するように制御する選択信号Ｓｓｅｌが制御部４２０に入力される
と、制御部４２０は、自体に供給される入力映像データＲＧＢ　Ｄａｔａを第１演算部４
３０に送信する。
【００６０】
　すると、第１演算部４３０は、入力映像データＲＧＢ　Ｄａｔａと、彩度変更マトリク
ス４３５との演算を行い、副画素毎の目標彩度データＲｓ、Ｇｓ、Ｂｓを算出し、これに
対応する画素彩度データＳｏｕｔを生成し、第２演算部４４０に供給する。
【００６１】
　この後、第２演算部４４０は、画素彩度データＳｏｕｔに対応して、入力映像データＲ
ＧＢ　Ｄａｔａの彩度及び／または輝度が変更された変更データＲ’Ｇ’Ｂ’　Ｄａｔａ
を基準ルックアップテーブル４４５から抽出し、メモリ４５０に格納する。このとき、第
１演算部４３０から供給された画素彩度データＳｏｕｔに対応する変更データＲ’Ｇ’Ｂ
’　Ｄａｔａが基準ルックアップテーブル４４５に格納されていない場合、第２演算部４
４０は、線形補間により、画素彩度データＳｏｕｔに対応する変更データＲ’Ｇ’Ｂ’　
Ｄａｔａを抽出し、メモリ４５０に格納する。
【００６２】
　メモリ４５０に格納された変更データＲ’Ｇ’Ｂ’　Ｄａｔａは、データ駆動部３００
に入力され、データ信号を生成するのに用いられる。
【００６３】
　本発明の技術思想は、上述した実施形態に基づいて具体的に記述されたが、これは一例
であって、本発明を制限するものではないことに留意しなければならない。また、本発明
の技術分野における通常の知識を有する者であれば、本発明の技術思想の範囲内で様々な
変更例が可能であることを理解することができる。
【図面の簡単な説明】
【００６４】
【図１】本発明の実施形態に係る有機電界発光表示装置を示す図である。
【図２】図１に示すデータ変換部の一例を示す図である。
【図３ａ】図２に示す彩度変更マトリクスを用いて、第１演算部で各副画素毎の目標彩度
データを算出する一例を示す図である。
【図３ｂ】図２に示す彩度変更マトリクスを用いて、第１演算部で各副画素毎の目標彩度
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データを算出する一例を示す図である。
【図３ｃ】図２に示す彩度変更マトリクスを用いて、第１演算部で各副画素毎の目標彩度
データを算出する一例を示す図である。
【図３ｄ】図２に示す彩度変更マトリクスを用いて、第１演算部で各副画素毎の目標彩度
データを算出する一例を示す図である。
【図４】図２に示すデータ変換部の駆動方法を示す図である。
【符号の説明】
【００６５】
　１００　画素部
　１１０　画素
　２００　走査駆動部
　３００　データ駆動部
　４００　データ変換部
　４１０　比較部
　４２０　制御部
　４３０　第１演算部
　４４０　第２演算部
　５００　光センサ

【図１】 【図２】
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摘要(译)

解决的问题：提供一种能够根据周围环境改善可视性的有机发光显示装
置。 根据本发明的有机发光显示装置包括：像素单元，包括连接至扫描
线和数据线的多个像素；扫描驱动器，其向扫描线提供扫描信号；以及
数据线。 数据驱动单元，用于向光源提供数据信号；光传感器，用于生
成与外部光的强度相对应的光感测信号；以及输入视频数据或与该光感
测信号相对应的输入视频数据的修改。 存储数据的数据转换单元，并且
数据驱动单元生成与存储在数据转换单元中的输入视频数据或变化数据
相对应的数据信号。 [选型图]图1
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